災害シミュレーション技術の動向 by 山口 充弘 & 科学技術動向研究センター
災害シミュレーション技術の動向































































































































































災害種別 現象 主なインプットデータ 主なアウトプットデータ




土砂災害 土石流 降雨量、地形・地質、植生等河道流量、流速、掃 流出土砂量、流速堆積厚、到達距離
流力
地滑り 降雨量、地形・地質・植生等、間隙水圧 滑り形状、崩落土砂量到達距離





地　　震 強震動 震源、規模、地質、地盤構造 加速度分布、震度分布、液状化発生分布
津　　波 越波 陸域地形、波高、継続時間、越波量 浸水深、到達距離、流体力









































































































































































































































































































5強 6弱 6強 Ａ Ｂ 無し
千代田区 837,243 11.64 34.1 65.9 0.0 27.3 20.5 43.2
江東区 476,981 39.2 0.0 37.5 62.5 65.1 33.9 0.0
大田区 706,786 59.46 0.0 70.0 30.0 78.6 0.0 21.4
杉並区 413,387 34.02 59.9 40.1 0.0 0.0 0.0 100
区部全体 11,222,592 616.35 26.6 59.1 14.3 46.4 6.6 45.7
都内全体 14,404,325 1,776.25 30.0 31.1 5.1 16.8 2.4 80.4
ライフライン支障率（％）
区名 建物全壊率（％）
上水道 都市ガス 電力 電話
消失面積km2 死者数 重軽傷者 帰宅困難者
千代田区 3.3 33 66 16 4 0.00 114 8,868 603,930
江東区 4.4 62 100 15 33 2.63 227 9,689 71,265
大田区 3.1 46 82 27 59 10.76 1,104 11,822 118,967
杉並区 0.8 11 0 29 53 8.69 478 4,962 53,331
区部全体 2.2 31 32 20 30 74.85 6,717 136,825 3,348,023
都内全体 1.6 27 25 17 27 95.75 7,159 158,032 3,714,134
※液状化面積のランクＡはメッシュ内の18％、ランクＢは5％がそれぞれ液状化する。
（東京都資料より科学技術動向研究センターにて作成）
図表９　被害予測結果
おわりに
本稿では、災害シミュレーショ
ン技術の現状と動向について解析
技術を支える基盤情報の動向も含
めて概観した。以下、今後推進す
べき事項を整理する。
漓リアルタイム防災情報提供シス
テムの構築等
蘆短時間降雨予測や細密国土数
値情報さらにはGIS技術を取
り込んだリアルタイムの防災
情報を国民に提供できるシス
テムを構築することが危機管
理上重要である。
蘆地震・断層発生メカニズムの
さらなる解明と現象を再現・
予測するシミュレーション技
術の確立を推進する。
滷最前線に位置する自治体での取
り組み
蘆水防法の改正により国や県が
管理する河川について洪水氾
濫想定図の作成・公表が義務
づけられた。同様に洪水予報
を行う指定河川が県管理河川
へ拡大された。今後2万を超
える県管理河川について洪水
氾濫想定図の作成や降雨予測
